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編集後記
愛知大学は、日本がアジア・太平洋戦争に敗北した直後、中国の上海にあった東亜同文書院大学から
の引揚げ教職員・学生を中心に、旧京城帝大、旧台北帝大からの引揚げ教員をも結集して、 1946年 11
月 15 日、新たな建学の精神（民主主義・国際平和・地方重視）のもと、旧制大学として愛知県豊橋市
に創立された。その後本学は、 1949年学制改革により新制大学に転換し、今日まで60有余年発展し続
けている。
その問、本学は 1996年には創立50周年を祝い、 2000年には『愛知大学五十年史』（通史編）を刊行し
た。それを編むための基礎的研究を推進するため『愛知大学史紀要』（第 l 号ー第 4号別冊）も発刊さ
れた。その頃から本学では東亜同文書院（1939年からは大学）をわが校の前身校として位置づけよう
とする動きが定着してきた。しかしそれをなしくずしに行うのではなく、正しく行うためには、東亜同
文書院（大学）が戦前どのような高等教育機関であり、そして本学はそれからなにを継承し、なにを継
承しなかったかを正確に明らかにしておかねばならない。
今回、「愛知大学・東亜同文書院大学記念センターの情報公開と東亜同文書院をめぐる総合的研究の
推進プロジェクト」の一環として、本『愛知大学史研究』が創刊されるのは冷戦の終結に伴い大きな価
値観が崩壊した今、書院より受け継いだ正と負の遺産に様々な角度から光を当て、検証してゆく必要が
あると考えたためである。私たちは、独善的な自校中心主義に陥らないように、最近の世界や日本にお
ける大学一般史の研究や、またとくに日本において最近とみに蓄積されてきた各大学の沿革史の成果に
も注目しながら、この研究を進めたいと思う。読者の積極的な御支援とともに、忌俸のない御批判をも
期待している。
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